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４ FR に関する機能 
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４.３ 接続相手アドレスの登録方法 

本装置は，FR の PVC 毎の IP/IPX/AppleTalk 接続相手アドレスの登録方法として，Inverse 

ARP 機能を使用します。Inverse ARP 機能をサポートしていない装置とはスタティックな設定

による方法で接続できます。 

 

（１）Inverse ARP 機能 

本装置は，RFC1293 で規定される Inverse ARP 機能をサポートしています。Inverse ARP

機能とは，アクティブになった PVC に対して Inverse ARP リクエストを送信し，接続相

手からリプライを受信することにより，PVC 毎の DLCI と IP/IPX/AppleTalk 接続相手アド

レスの対応を得る機能です。Inverse ARP 機能のサポートにより，本装置どうしを接続す

る場合は，PVC 毎の IP/IPX/AppleTalk の接続相手アドレスの登録は不要です。 

 

（２）スタティックな設定による方法 

FR 網を介して，Inverse ARP 機能をサポートしていないルータと本装置を接続する場

合は，PVC 毎の DLCI と IP/IPX 接続相手アドレスの対応をスタティックに設定します。 

 

４.４ データ圧縮機能 

本装置では、FR 回線に中継するパケットを圧縮して送信し、FR 回線からのパケットを復元

する機能（データ圧縮機能）を持っています。FR でのデータ圧縮のアルゴリズムは、本装置

独自のものなので、本装置以外と接続する場合は、データ圧縮機能を使用することはできま

せん。 
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【利点】 

－ 最小限の PVC 数でデータ転送が可能です。そのため，PVC１本毎に課金される

FR サービスを使用する場合に有効です。 

 

【欠点】 

－ 従量制（フレーム単位）課金の FR サービスを使用する場合に本部経由で支部 B

－支部 Cのデータ転送が多いと，支部 B－本部 A，本部 A－支部 Cのように２経

路使用することになり，直接支部間を PVC で接続するよりも課金が高くなる可

能性があります。 

 

－ インタフェースタイプとしてブロードキャストを選択した場合は，PVC 毎に異

なるネットワークを割り当てる必要があります(同じネットワークを割り当て

ると本部と支部のデータ転送は可能ですが，支部間のデータ転送が不能になり

ます)。 
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８ AppleTalk ルーティング機能 
本装置は，アップルコンピュータ社の開発した Macint
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９ IP,IPX,AppleTalk パケットフィルタリング機能  
 本装置は，主にセキュリティを強化する機能として，IP,IPX,AppleTalk パケットをフィ

ルタリング（中継／遮断）する機能をサポートしています。方法としては，以下の 4 種類が
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１０ ブリッジング機能 
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１１ 各種ログ機能 
本装置では，エラーログ等、各種ログ情報を表示することができます。本装置で表示でき
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